
 
 

  当事者意識をもつって難しい（立場が人をつくる） 
増井 貴   

 「子をもって知る親の恩」という言葉があります。この言葉を久しぶりに聞いたのが、

昨年４月の新任校長が集まる会議の席でした。ある代表の方のお話の中で、「親は、子ど

もをもって親になるのではなく、子どもを育てる中で『親になっていく』もの。校長も同

じ。『校長になった』のではなく、『なっていく』もの。重要な判断を迫られることがあり

責任は重大。失敗することもあるが、子どもの成長を第一に自信をもって学校を運営して

ほしい。」このお話を聞いたとき、少し気持ちが軽くなったのを思い出します。 

 「当事者」になって初めて、その苦労や価値に気づくということは、たびたび経験する

ものです。そして、自分の行動や考え方が改まることもあれば、そうならないことも…。 
 

そんなことを思ったのは、つい最近、職員室の朝の場面でした。私が校長の机のところ

にいると、入り口のドアが開かれ、４年生の児童が入ってきました。そして、「健康観察

簿を取りに来ました。」と告げました。よく見ると、５・６年生がドアの外で様子を見守

っています。それで合点がいきました。どうやら健康委員としての仕事を、新年度活動す

る 4 年生に引き継いでいるようです（つい先日、委員会もあったし…）。その後、どうし

てよいか分からない４年生のために、５・６年生が職員室に入ってきて、健康観察簿を取

るよう教えていました。 

 ４年生にしてみれば、健康観察簿は朝、教室横の廊下の壁にかかっているものという認

識です。誰がどうやって廊下にかけているのかなんて気にもしないはず。しかし、健康委

員として仕事を覚えてからは理解するでしょう。健康委員が学校のために仕事をしている

のだと。 

 また別の日には、給食中に放送委員や運営委員（４・５年生）が「昼

の放送」をしていました。そして、その横にも６年生が見守りをしてい

る姿がありました（本校は、食堂で全校一斉に食べるので動きが見え

る）。今まで受信する側だった人が「発信する側」になった瞬間です。

その児童は、仕事を終えると自席に戻って喫食を再開しました。放送中

は給食を食べ進められないことを、身をもって理解したことでしょう。 

 上記の例は、当事者意識を理解できた場合です。教えないといけない場合もあります。 

数週間前まで、大量の積雪で歩道は道幅が狭くなっていました。私が校門前の押しボタ

ン信号のところにいると、ある登校班が列をなしてやってきました。そして、信号がかわ

る数秒の間、道路わき（防災倉庫前）で待っています。ところが、雪のためにどうしても

道路に近いところで待たなければなりません。案の定、車は減速しつつも少し蛇行しなが

ら（避けながら）通り過ぎていくのでした。私は「一歩下がって待ちましょう」と言って

バックするようジェスチャーをしました。この場合、ドライバーの意識を真に理解するに

は、免許を取るまで待たねばなりません。 

 結局のところ、その立場にならないと当事者意識を理解する（させる）のは難しい。逆

に、当事者意識が芽生えれば、行動も変化してくるはずです。そして、人としてよりよく

成長していく。小学校では、学校生活を通して、体験したり教えを受けたりしながら、

「当事者意識を身に付けている」と言えるのかも知れません。 

ＷＥ ＬＯＶＥ 北鯖石 はばたこう未来へ！  

北 星 
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ALT 

5 限下校、全校式歌練習（朝）、 

PTA 三役新旧引継ぎ（18：00～） 

5 限下校、SC 来校（6 年のみ 6 限下校） 

5 限下校、東中卒業式、栄養教諭訪問、 

4 年総合（理想のまちを考えよう） 

委員会⑬（4・5 年、6 年は授業）、ALT 

5 限下校、全校式歌練習（朝） 

5 限下校、卒業式全体練習（2限） 

5 限下校、学年会計監査 

5 限下校 

5 限下校、ALT 

5 限下校、卒業式全体練習（2限） 

5 限下校 

給食最終日、卒業式準備 

後期終業式、卒業式予行 

卒業証書授与式 

離任式 

PTA 会計監査 

２月５日 低学年 雪遊び 

 高柳のガルルのスキー場で雪遊

びを楽しみました。これは、保護

者の方に届けていただいたソリで

滑走しているところです。危険防

止のため一斉には滑らないのだとか。 

２月４日 １年 移行学級 

保育園の年長さん（新１年生）

が来校し、１年生と交流しまし

た。現１年生は、学校生活の様子

についてスライドを使ってクイズ

形式で説明しました。 

２月 13 日 全校 ファミリー班遊び  

今年度最後の活動となりました。こ

れは「ハンカチ落とし」です。写真が

激しさを物語っています。このほか、

フリスビードッヂやスリーヒントクイ

ズなど、班ごとに楽しみました。 

２月６日 ６年 公開授業  

県が活用を勧める「まなチャレ

教材」を使った話合いの学習を参

観して、研修しました。「主体的・

対話的で深い学び」の実現に向か

って職員もがんばっています。 

２月 17 日 3 年 博物館見学 

3年生は、社会科で昔の道具について

学習します。囲炉裏、自在鉤（じざい

かぎ）、唐箕（とうみ）や石臼など、今

となっては目にすることが難しい道具

がたくさん展示されていました。 

２月 17 日 4・5・6 年 委員会引継ぎ 

今年度あと 2回の委員会という時期

にきて、新しいメンバーと現 6年生に

よる委員会の引継ぎが行われました。

６年生による振り返りや４・５年生に

よる抱負などが語られました。 

 

■教育振興会費で購入しました 

毎年、地域の皆様から頂いている教育振興会費。子ど

もたちの教育のために、有効に執行させてただいていま

す。これまでも、プールのフロアマット、音楽用キーボ

ード、小動物のお世話に係る費用などに使わせていただ

きました。 

 今年度は、親善陸上大会等で 

着用するユニフォームを購入さ 

せていただきました。（先輩か 

ら引き継いでいるユニフォーム 

は「北鯖石」の文字が経年劣化 

ではがれてくるものが多く、洗 

濯のたび保護者の皆様に難儀を 

かけていました。） 

 新しいユニフォームでよい記 

録が出せるように練習に励んで 

いきます。 
着用イメージ 


